
■大量の砂の堆積 
 Fig.1～3は蒲生干潟の導流堤から同じ方向を撮影したものである。赤い丸は干潟中の同じ構造物を示
している。7月の時点では大量の砂が堆積しているのがわかる。Fig.4は導流堤の水門付近であるが、完
全に砂に埋まり水の出入りは不可能である。地震による地盤の沈下、導流堤の石の流出により導流堤が

低くなったため、干潟と外部の水の出入りはむしろ多くなっていた(Fig.5)が、7月の時点ではFig.3の細
い水路を通しての出入りのみである。 

 水の出入りの減少は、干潟内の生物に当然影響を与えると考えられる。前回の調査では干潟内でクサ

フグ、イシガレイを採集できたが今回はボラの稚魚（10cm程度)が多数の他はマハゼ等が数匹採集でき
たのみであった。クサフグ、イシガレイは干潟と川をつなぐ水路の外側(Fig.4の黄色)で採集できた。 
 イシガレイは名取川河口域において7月上旬まで水深50cm以浅に棲息するというデータがある。した
がってある程度成長し外海へ出るために移動した可能性、水質の悪化により移動した可能性の両方を考

えることができる。 

 クサフグはこの日採集した平均体長が7.7cmであり生後満2年の若魚と考えられる。満1歳以上のもの
は4月中旬から夏･秋に湾内で普通に見られるとのデータがありこの時期に外海に出ることは無い。水の
出入りが減少したことによる干潟内の水質の悪化、水温の上昇の影響により移動したことは十分考えら

れる。今後は夏の高温による水温の上昇も考えられ、生物にとって苛酷な環境になる可能性は否定でき

ない。 
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Fig.1 導流堤4月13日 Fig.2 導流堤5月12日 Fig.3 導流堤7月9日 
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